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１．委員の指摘及び提言概要 

順調に進んでいる。バイオマス廃棄物の再利用による海洋分解性バイオマスは多方面での活用が

期待できる。物質添加により物理強度が UP したことは素晴らしいがそのメカニズムの解明が望ま

れる。優れた物性のナイロンが得られるようであり、将来が期待される。今後は用途開発にも配慮

する必要がある。バイオマスからイタコン酸を生産する工程における物質収支および製品にならず

に排出される物質の組成の明確化が望まれる。研究期間の残りは、分解性試験の精緻化、分解の条

件とその際の分解速度、海洋環境への影響評価、他の化学物質等による分解の評価、社会実装可能

性と上市した場合の価格競争性や価値、従来品との差別化により商品として成立できるかについて

の検討が望まれる。 

 

２．採点結果 
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